





























































日　　時：2017 年 5 月 27 日（土）午後 3：00 ～ 6：00
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田祥三が設計し、島岡技師が監督して 1928 年 10 月に
着工、1931 年 8 月に完成した。さらに 1936 年春に
は、敷地内に 3 階建て鉄筋コンクリート造りの職員住
宅を建設したが、この新しい職員住宅は当時の上海の高
級マンションと同様に、洋式の装飾がなされ、ガス、バ
ス、トイレなどが完備されていた。この研究所が自由な
文化を享受できるフランス租界に位置し、日中の医学関
係者の交流の場として機能したのは、注目に値する。
　フランス租界は上海の文化、教育、流行の中心で、高
級住宅地が集中した場所である。このフランス租界に現
存する日本の建
築物は、近代の
日本文化を表現
したものであり、
西洋と東洋の文
明が混在する上
海に残された優
秀な建築遺産で
あるといえるだ
ろう。
　以上、3 氏の
報告の内容を簡単に要約しながら上海研究の最新の研究
動向について紹介を試みた。報告で取り上げられた公園、
港湾、フランス租界と日本建築の関係については、いず
れも非文字資料研究センターの共同研究班「租界・居留
地班」が第四期の研究課題としている「東アジアの開港
場における日本人の諸活動と産業」研究の一部をなす重
要な研究テーマの一つである。今後も中国や韓国、台湾そ
の他の国の最新の研究動向と連携を取るよう心がけたい。
　3 氏の報告の後、熊谷謙介氏（神奈川大学）、菊池敏
夫氏（神奈川大学）、石川照子氏（大妻女子大学）によ
る質疑応答も行われ、非常に高いレベルの討論ができた
ものの、今回の紹介にはそれを反映させることができな
かった。できるだけ早い時期にその時の討論内容を紹介
することを期したい。
　以下に、3 氏の報告者の主な著作を挙げるので、参考
にしてほしい。
◎熊月之教授の関連業績
『西学東漸与晩清社会』（修正版、中国人民大学出版社、
2011 年）
『上海的英国文化地図』（共編、上海錦綉文章出版社、
2011 年）
『上海史国際論叢』（主編、三聯書店、2014 年）
◎戴鞍鋼教授の関連業績
『中国近代経済地理・江浙滬巻』（共編、上海、華東師範
大学出版社、2014 年）
『社会変遷与百年転折叢書』（共編、東方出版中心、
2015 年）
『江河帰海―多維視野下的上海城市文明』（共編、上海、
上海人民出版社、2016 年）
◎陳祖恩教授の関連業績
『上海に生きた日本人―幕末から敗戦まで』（日本語、大
修館書店、2010 年）
『上海的外国文化地図』共編（上海、上海錦綉文章出版
社、2010 年）
『老上海城記―西洋人与東洋人』（上海、上海錦綉文章出
版社、2011 年）
『戦時上海』（共編、上海、上海遠東出版社、2016 年）
陳祖恩氏
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